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〔川崎医療福祉学会ニュース〕

川崎医療福祉学会　第48回研究集会（講演会）

日時：平成27年6月17日（水）13：40～
場所：川崎医療福祉大学　10階　大会議室

　　　　「自閉症と脳機能」
� 川崎医療福祉大学　医療技術学部　感覚矯正学科　教授　彦坂和雄先生

講演要旨

　自閉症児に生じる社会性行動障害＜対人的または情緒的な相互性の欠如（自閉症の乳児は抱いても喜ばず、
視線を合わせようとしない。他の子供と交流する際にも視線を合わせようとはせず、顔に表情を浮かべること
も、ほかの人の気分や表情を読みとることもできない）＞に関与する脳部位のうち、扁桃体は重要な領域の一
つである。扁桃体が障害されると、恐れの表情が認識できない、あるいはイメージできない特徴を持つ障害（ウェ
ルバッハ・ビーテ病）や顔を認識する際、目の領域に対する注意障害が生じる。自閉症児も、表情を読み取る
ことの障害や顔を認識する際、目の領域に対する注意障害が生じる。これらのことを考え合わせると自閉症の
アイコンタクトの回避、知覚過敏、ある刺激への嫌悪感、無関心などの症状は扁桃体の機能異常と関係すると
考えられる。とくに、自閉症児がなぜアイコンタクトの回避が生じるのかは以下の経緯があると考えられる。
典型的な子どもがアイコンタクトをした場合、①視覚刺激が扁桃体に伝えられ②扁桃体はそれぞれの刺激に対
して感情的に反応するかしないかを決め③子どもは適切な感情的な反応（普通正常な鼓動）示す。一方、自閉
症児では、②の扁桃体における情報処理が異常であるので、③の反応が異常になってしまいアイコンタクトの
回避が生じるのであろう。自閉症児が持つ異常な行動を理解するためには、正常な動物あるいは健常者におけ
る社会認知システムに関与する扁桃体の機能を調べる必要がある。
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